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A
　
急
速
に
少
子
化
の
波
が
打
ち

寄
せ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
て
建

設
の
必
要
性
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
本
市
の
出
生
数
が
激
減
し
て

い
る
こ
と
や
昨
今
の
建
設
資
材
高

騰
等
に
よ
り
、
事
業
費
の
拡
大
な

ど
新
た
な
課
題
が
見
え
て
き
た
。

出
生
数
は
令
和
元
年
度
９９
名
だ
っ

た
が
令
和
５
年
度
に
は
６５
名
と
急

激
に
減
少
し
て
い
る
。
造
成
費
は

約
２０
億
円
〜
約
３２
億
円
と
高
額
な

造
成
費
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、

ま
た
、
建
設
工
事
費
は
小
中
一
体

型
２
階
建
て
で
約
６０
億
円
、
小
中

分
離
平
屋
建
て
の
場
合
は
約
１
０

８
億
円
と
の
試
算
で
あ
る
。
今
後
、

想
定
さ
れ
る
児
童
・
生
徒
数
の
減

少
に
伴
う
学
校
の
適
正
規
模
、
適

正
配
置
や
安
全
安
心
な
施
設
の
整

備
な
ど
、
よ
り
よ
い
教
育
環
境
を

目
指
す
た
め
の
学
校
再
編
計
画
の

見
直
し
等
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
。

A
　
高
砂
地
区
か
ら
庁
舎
前
ま
で

を
結
ぶ
道
路
の
整
備
の
現
状
を
問

う
。

B
　
本
路
線
は
宿
毛
警
察
署
や
県

合
同
庁
舎
の
高
台
移
転
に
伴
う
交

通
量
の
増
加
、
更
に
は
南
海
ト
ラ

フ
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
発
生

時
に
お
け
る
重
要
な
路
線
で
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
早
期
の
事
業
着

手
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
、
本

市
が
事
業
主
体
と
な
り
令
和
７
年

度
に
国
へ
交
付
金
の
要
望
を
行
い
、

令
和
８
年
度
か
ら
事
業
に
着
手
す

る
予
定
で
あ
る
。

A
　
高
知
県
離
島
振
興
計
画
に
基

づ
く
令
和
７
年
度
の
計
画
と
将
来

的
な
計
画
を
問
う
。

B
　
沖
の
島
の
豊
か
な
地
域
資
源

を
活
か
し
た
体
験
型
観
光
イ
ベ
ン

ト
を
沖
の
島
観
光
協
会
と
連
携
し

な
が
ら
実
施
す
る
。
Ｐ
Ｒ
用
映
像

に
よ
り
情
報
発
信
を
強
化
し
、
観

光
客
を
呼
び
込
み
交
流
人
口
の
拡

大
を
図
る
と
と
も
に
、
移
動
の
利

便
性
の
向
上
と
し
て
、
グ
リ
ー
ン

ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
活
用
を
開

始
す
る
。
更
に
磯
釣
り
や
ダ
イ
ビ

ン
グ
な
ど
の
海
洋
レ
ジ
ャ
ー
産
業

に
注
目
が
高
ま
っ
て
い
る
の
で
、

関
西
圏
か
ら
の
誘
客
促
進
に
取
り

組
み
、
今
後
も
関
係
機
関
と
連
携

し
、
多
角
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
沖
の

島
地
域
の
魅
力
を
最
大
限
に
引
き

出
し
、
離
島
地
域
の
振
興
を
進
め

て
い
く
。

A
　
鵜
来
島
の
砲
台
、
防
備
衛
所

跡
は
戦
争
遺
跡
と
し
て
認
知
さ
れ

て
い
る
が
、
戦
争
遺
跡
を
残
し
、

観
光
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
対
策
を

考
え
て
な
い
か
を
問
う
。

B
　
砲
台
跡
地
の
戦
争
遺
跡
を
観

光
資
源
へ
活
用
す
る
た
め
に
は
、

登
山
道
の
整
備
や
維
持
管
理
、
ツ

ア
ー
ガ
イ
ド
の
設
置
な
ど
多
く
の

課
題
が
あ
り
現
実
的
に
は
厳
し
い

と
考
え
る
。

A
　
鵜
来
島
の
医
療
体
制
や
介
護

支
援
策
の
現
状
を
問
う
。

B
　
市
、
県
の
保
健
師
に
よ
る
健

康
相
談
や
訪
問
指
導
、
地
域
元
気

ク
ラ
ブ
の
月
２
回
の
支
援
、
集
落

支
援
員
の
荷
物
運
び
、
ご
み
出
し
、

見
守
り
、
住
民
に
よ
る
食
材
等
買

物
支
援
、
介
護
予
防
や
生
活
支
援

を
実
施
す
る
こ
と
で
住
み
慣
れ
た

島
で
生
活
を
続
け
て
い
け
る
よ
う

支
援
し
て
い
る
。

A
　
２
月
１８
日
付
の
高
知
新
聞
に
、

中
谷
防
衛
大
臣
就
任
祝
い
の
広
告

が
宿
毛
市
及
び
宿
毛
市
議
会
名
入

り
で
掲
載
さ
れ
た
。
市
の
広
告
費

は
ど
こ
か
ら
拠
出
さ
れ
た
か
。
ま

た
、
市
が
広
告
掲
載
を
決
定
し
た

手
続
を
問
う
。

B
　
市
の
一
般
会
計
か
ら
広
告
料

１
万
３
７
５
０
円
を
支
出
し
た
。

高
知
新
聞
社
か
ら
企
画
書
が
届
き
、

協
賛
広
告
に
関
す
る
企
画
課
内
決

裁
を
経
て
、
市
長
と
し
て
も
新
聞

社
企
画
書
も
見
せ
て
い
た
だ
き
決

裁
し
た
。

A
　
宿
毛
市
の
名
が
記
載
さ
れ
公

費
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
で
、
公
式

に
宿
毛
市
が
中
谷
氏
を
政
治
的
に

支
持
し
て
い
る
よ
う
に
受
け
取
ら

れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
点
を

市
長
は
ど
う
考
え
る
か
問
う
。

B
　
高
知
県
選
出
の
国
会
議
員
が

県
・
市
町
村
の
た
め
に
活
躍
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
、
一
体

と
な
っ
て
応
援
す
る
た
め
、
県
内

市
町
村
全
て
が
協
賛
し
て
い
る
と

承
知
し
て
い
る
。

A
　
違
法
だ
と
言
う
訳
で
は
な
い
。

し
か
し
、
県
は
広
告
に
入
っ
て
い

な
か
っ
た
。
通
常
、
市
の
広
告
は

広
報
活
動
だ
が
、
こ
の
広
告
は
ど

の
よ
う
な
位
置
づ
け
か
問
う
。

B
　
大
臣
の
就
任
は
公
的
な
立
場

と
し
て
祝
意
を
表
明
す
る
も
の
で
、

政
治
的
支
持
を
表
明
す
る
も
の
で

は
な
い
。
あ
く
ま
で
公
的
な
立
場

と
し
て
の
功
績
を
た
た
え
る
も
の

と
理
解
し
て
い
る
。
新
聞
広
告
掲

載
は
正
当
な
行
為
と
考
え
て
い
る
。

A
　
気
を
つ
け
て
欲
し
い
の
は
、

公
的
儀
礼
と
し
て
も
公
金
な
の
で
、

こ
の
公
告
が
市
民
の
利
益
に
ど
う

貢
献
す
る
の
か
具
体
的
な
説
明
を

問
う
。

B
　
中
谷
代
議
士
の
大
臣
就
任
で
、

国
防
と
い
う
形
で
頑
張
っ
て
い
た

だ
け
る
こ
と
で
、
市
民
、
国
民
の

利
益
に
資
す
る
も
の
と
理
解
し
て

い
る
。

A
　
こ
の
広
告
を
分
析
す
る
と
、

中
谷
防
衛
大
臣
個
人
の
政
治
的
立
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西
地
区
学
校
建
設
に

つ
い
て

防
災
対
策
に
つ
い
て

離
島
振
興
に
つ
い
て

中
谷
防
衛
大
臣
就
任
祝

い
新
聞
広
告
の
正
当
性

を
問
う


